
一 
般 質 

問 高木　衛 議員 
たか ぎ まもる 

民 主 党 

武田　正光 議員 
たけ だ まさ みつ 

自 民 党 

亀田　郁夫 議員 
かめ だ いく お 

自 民 党 市民ネットワーク 

大野　博美 議員 
おお の ひろ み 

今井　勝 議員 
いま い まさる 

自 民 党 

内田　悦嗣 議員 
うち だ えつ し 

自 民 党 

十
月
二
日（
火
） 

自 民 党 

田中　豊彦 議員 
た なか とよ ひこ 

自 民 党 

林　幹人 議員 
はやし もと ひと 

岩井　覚 議員 
いわ い さとる 

民 主 党 

江野澤　吉克 議員 
え の さわ よし かつ 

自 民 党 

花崎　広毅 議員 
はな ざき ひろ き 

民 主 党 

臼井　正人 議員 
うす い まさ と 

自 民 党 

木下　敬二 議員 
き した けい じ 

自 民 党 

十
月
三
日（
水
） 

西田　譲 議員 
にし だ ゆずる 

自 民 党 

横堀　喜一郎 議員 
よこ ぼり き いち ろう 

民 主 党 

矢野　光正 議員 
や の みつ まさ 

自 民 党 

木名瀬　捷司 議員 
き な せ しょう じ 

自 民 党 

石井　利孝 議員 
いし い とし たか 

自 民 党 

九
月
定
例
会
で
の 

質
問
者
と
質
問
事
項 

十
月
一
日（
月
） 

紙
面
の
都
合
上
、一
人
四
項
目
ま
で
掲 

載
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

等
で
確
認
で
き
ま
す
。 

　千葉県議会各会派代表及び一般質問等の内容については、録画放送でいつで
もご覧いただけます。また、議会開会中は、質疑等の状況を生中継しています。 

ホームページ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html

インターネット 
中 継 

インターネット 
中 継 

　9月21日の招集日に知事から報告のあった県政
の諸問題について、その要旨をお知らせします。 

知事の 

所信表明  

         

　 
 

         

▼
救
急
医
療
に
つ
い
て 

▼
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て 

▼（
仮
称
）ス
ポ
レ
ク
健
康
ス
ク
エ
ア

構
想
の
見
通
し
に
つ
い
て 

▼
道
路
、
河
川
整
備
に
つ
い
て 

       

▼
企
業
誘
致
に
つ
い
て 

▼
小
児
救
急
医
療
問
題
に
つ
い
て 

▼
Ｔ
Ｘ
沿
線
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て 

▼（
仮
称
）新
流
山
橋
建
設
に
つ
い
て 

       

▼
中
山
間
農
業
に
つ
い
て 

▼
集
落
営
農
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

▼
観
光
施
策
に
つ
い
て 

       

▼
羽
田
再
拡
張
事
業
に
伴
う
山
砂
問

題
に
つ
い
て 

▼
エ
コ
テ
ッ
ク
裁
判
に
つ
い
て 

▼
横
須
賀
米
軍
基
地
の
し
ゅ
ん
せ
つ

土
砂
の
房
総
沖
海
洋
投
棄
に
つ
い
て 

▼（
仮
称
）酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
つ
い
て 

 

         
       

▼
手
賀
沼
に
係
る
第
五
期
湖
沼
水
質

保
全
計
画
等
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

　
盧
我
孫
子
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備

　
に
つ
い
て 

　
盪
湖
北
駅
北
口
線
の
事
業
促
進
に

　
つ
い
て 

▼
鉄
道
問
題
に
つ
い
て 

       

▼
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
の
複
々
線
化
に
つ
い
て 

▼
浦
安
二
期
地
区
住
宅
地
基
本
計
画

変
更
に
つ
い
て 

▼（
仮
称
）堀
江
橋
整
備
に
つ
い
て 

▼
千
葉
県
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て 

          

▼
長
生
郡
市
の
市
町
村
合
併
に
つ
い

て 

▼
千
葉
県
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て 

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て 

▼
産
業
振
興
に
つ
い
て 

       

▼
空
港
問
題
に
つ
い
て 

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て 

▼
福
祉
問
題
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

       

▼
八
千
代
広
域
公
園
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

▼
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

に
つ
い
て 

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て 

       

▼
県
政
運
営
に
つ
い
て 

▼
地
場
産
業
等
の
活
性
化
を
促
す
道

路
整
備
に
つ
い
て 

▼
医
療
機
関
の
整
備
状
況
に
つ
い
て 

▼
羽
田
空
港
再
拡
張
に
伴
う
山
砂
運

搬
に
つ
い
て 

       
▼
分
権
改
革
に
つ
い
て 

▼
若
年
層
雇
用
対
策
に
つ
い
て 

▼
特
別
支
援
学
校
過
密
化
問
題
に
つ

い
て 

▼
手
賀
沼
の
ヘ
ド
ロ
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ

い
て 

       

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て 

▼
県
制
度
融
資
に
つ
い
て 

▼
動
物
愛
護
の
推
進
に
つ
い
て 

▼
警
察
署
の
移
転
に
つ
い
て 

          

▼
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て 

▼
情
報
通
信
基
盤
の
格
差
是
正
に
つ

い
て 

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

　 　 　 　 　
　 

　 　 ▼
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て 

▼
循
環
型
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て 

▼
公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て 

▼
八
千
代
広
域
公
園
に
つ
い
て 

       

▼
医
療
問
題
に
つ
い
て 

▼
橋
梁
の
安
全
性
に
つ
い
て 

▼
警
察
職
員
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
　
　 

▼
県
税
の
徴
収
強
化
に
つ
い
て 

 

　 　 　 　
　 

　 　 ▼
海
老
川
流
域
に
つ
い
て 

▼
県
道
市
川
印
西
線
（
通
称
木
下
街

道
）
の
整
備
に
つ
い
て 

▼
県
職
員
・
教
員
の
採
用
に
つ
い
て 

▼
身
体
障
害
者
等
の
雇
用
に
つ
い
て 

       

▼
道
路
問
題
に
つ
い
て 

▼
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に

つ
い
て 

▼
交
番
の
移
設
に
つ
い
て 

 

　 　 　 　
　 

　 　 ▼
消
防
体
制
に
つ
い
て 

▼
道
路
問
題
・
警
察
署
の
新
設
に
つ

い
て 

▼
福
祉
問
題
に
つ
い
て 

▼
農
業
問
題
に
つ
い
て 

　168億円の財源不足を背負ってスタートした今
年度予算ですが、地方交付税が見込みより100億
円も減額となりました。財源不足額は200億円に
達し、県財政は極めて厳しい対応を迫られます。 
　こうした中でも、千葉県では皆さんが 主体的に
政策づくりに参画し、自ら実践する県民主役の県
政が大きく進んでいます。このような力を発揮で
きるようにしていくことこそ地方分権の本質です。 
　そのためには国から適切に財源と権限が移譲さ
れることが必要です。地方の実情をしっかりと見
据え、地方に対する施策を抜本的に見直すよう強
く望むところです。 
 
　去る8月21日には、産業廃棄物の最終処分場建
設計画を巡る行政訴訟で、全国で初めて千葉県が
敗訴しました。 
　この判決に県としては納得できず、東京高等裁
判所に控訴いたしました。 
　今回の判決は、実質的に不可能な審査義務を県
に課す内容となっており、現行の法制度に改善す
べき点があることを示したものとも言えます。 
　産業廃棄物処理施設の設置許可については、法
定受託事務でありながら都道府県に裁量権がない
などから全国各地でトラブルが起きています。 
　今回の判決に対しては、今後の廃棄物行政の適
正な運用を行うために、あえて控訴に踏み切った
ものです。 
 
　奈良県で妊婦の救急搬送先が決まらずに死産に
なるという残念な事件が発生しました。県内でも、
救急隊員が病院の受け入れ先を探すため、17回
も電話をかけた事例もありました。 
　この件で、全国知事会として厚生労働大臣に産
科救急への緊急施策の実施を強く要請しました。
加えて、現行の低い報酬体系が高齢者や障害者を
支える人材の流出を招いていることや、地域にお
ける認知症高齢者の診療システムが必要であるこ
とを指摘し、対応を強く訴えたところです。 
 
　ところで、「Ｇ20グレンイーグルズ閣僚級対話」
が、千葉市の幕張で開かれ、気候変動、クリーン
エネルギー問題などが議論される予定です。 
　来年3月のＧ20の折には、「地球温暖化と生物

多様性」をテーマに国際フォーラムを開催する予
定です。 
　Ｇ20をきっかけに動き出した千葉からのうね
りが、全国的な盛り上がりへとつながり、地球温
暖化防止や生物多様性保全の重要性を一人ひとり
が理解し、みずからのこととして取り組んでいっ
て欲しいと願っています。 
 
　続いて、景観条例の制定について、「千葉県の
景観に関する条例検討委員会」からの提言を受け、
条例骨子案をとりまとめ、本日からパブリックコ
メントを実施しています。 
　景観づくりの担い手を育て、地域の財産である
景観を次世代に引き継いでいくという「育成」の
理念を大切にし、県民や事業者が、自主的かつ主
体的な景観づくりに取り組めるような条例にした
いと考えています。 
 
　先月、中小企業地域資源活用促進法に基づき、
県としての基本的な構想を策定しました。 
　これは、本県の魅力ある184の多様な地域資源
を活かして、中小企業による、活力ある地域経済
を実現しようとするものです。 
　今後、県、市町村、観光協会や農業協同組合な
どが一丸となって、本県の素晴らしい地域資源を
活かした取り組みを展開していきます。 
 
　その他、「ブラジル千葉県人会50周年式典」、「農
業・農村づくり計画(仮称)」、「ちば野菊の里浄水
場」等県政運営の基本的な方向、当面する諸課題
及び「一般・特別会計補正予算」、「各種条例の制
定・一部改正」等の議案の概要説明がありました。 
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